
生駒市の農業施策について

生駒市地域活力創生部

農林課

1

参考資料　【別紙1‐3】



２.生駒市の農業施策について
①遊休農地の防止・解消
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。
(1)ファーマーズスクールの開講

・農業以外の仕事をしながら、農業を始めたい人や自給農、将来に生業として農

業に取り組みたい人など向けの講座

・令和４年８月にスタートし、毎年、半年ごとの期間で開催

現在８期生15組が受講中

・取組を通して、農業へのチャレンジの支援や新しいライフスタイルの実現を目

指す
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。

■いこまファーマーズスクールの特徴

・指導員のレクチャーで圃場での実習や座学などが幅広く学べる

・実習は週末に行うので、働きながらでも参加しやすい

・修了生には、市民農園や遊休農地活用事業農地の斡旋、本市での就農や農地活用

の支援も実施

・各期の応募倍率は２～５倍と人気の講座

・国の補助金の採択を受け実施

■実績

・３組４名の新規就農者したほか、延べ16名が遊休農地の解消や農地保全に寄与

・卒業後も新規就農を目指す方には、市内の認定農業者に研修生として、受け入れ

てもらい就農などの相談に乗ってもらっている
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（2）遊休農地活用対策事業
遊休農地又は遊休農地の恐れのある農地を市が登録し、非農家の都市住民
等に対し、市が仲介して、期限を設定の上、無償で農地を貸し出す事業

■貸出農家の主な条件
・市内の農地であること

・農地は無償で貸出の意思があること

・農地の固定資産税等の税の支出は生じる（免除はありません）

・小作権や離作権など土地に関する権利関係は生じない

・毎年更新。最長５年貸付けできること

貸出農地登録 農地利用

筆数（筆） 面積（㎡） 所有者（人） 筆数（筆） 面積（㎡） 利用人数（人）

R1 152 56,721 58 129 50,406 201

R2 154 57,905 60 143 55,077 211

R3 156 56,685 58 150 55,401 217

R4 161 58,686 60 156 57,875 225

R5 161 58,910 60 158 58,726 219

R6 160 58,470 60 159 58,120 224

R7 160 59,186 60 160 57,450 223
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(３)地域計画に基づく農地活用事業

「地域計画」とは、当該地域における農業の将来について、農業者・関係機関などが話し合
い、地域の農業の未来をまとめる計画

農地の集約や多様な経営体の確保・育成の取り組み等、地域における農業の将来の在り方
について話し、誰がどのように農地を使って農業を進めていくかなど、地域の農業の将来図
（目標地図）を策定

農地集積・集約化による遊休農地の有効利用の促進

■これまでの経過

令和5年度 今後も長期間にわたり、就農を行われるか等のアンケートの発送

令和6年度 農家区で集落座談会を開催し、24地区の農家区で地域計画を策定

令和7年度 モデル地区を2地区（大北地区、北小平尾地区）を指定

「地域計画の実現に向けた集落ビジョン」を策定

令和8年度 策定した「集落ビジョン」に基づき、取組等を具体的に推進
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。(４)生駒市スマート農業推進事業補助金

高齢化などで、農の担い手が不足し、農地保全が喫緊の課題となる中、「ス
マート技術」を取り入れて、少しでも農作業の負担を軽減してもらうために実
施。補助金を通して、農の担い手となる新規就農者のさらなる支援や、耕作放
棄地の減少を目指す（令和8年1月施行）

■補助金の概要
1.対象 市内に農地を所有し、適正に管理を行っている人

2.補助対象 ロボットやICT、IoT、AIなどの先端技術を用いた省力化・効率化

を可能とする取組で、自らの経営においてそれらを使用する事業で

あること

（例）農業用ドローン、ロボット草刈り機、アシストスーツ等

3.補助上限額 補助対象経費の総額に2分の1を乗じて得た額（10円未満の端数

が生じた場合は切り捨てた額）

・認定農業者、認定新規就農者、地域計画のうち目標地図に位置づけられた人、

2者以上で組織する団体等…60万円

・上記以外の人…30万円

4.補助件数 3件程度（予算がなくなり次第終了）
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。(５)親子ふれあい農業体験学習
農業振興のみならず、生き物などの自然と触れ合いなどの農業体験を通じて、小学生が保護者
とともに農作業を行うことで、食と農の大切さ、物を作る喜びを実感することで、農業への理
解をしてもらう

■令和7年度実績・２４組８８名（田植え時）
6月 8日 第1回 田植え体験 (もち米の苗を植えます)

9月21日 第2回 稲刈り体験

11月16日 収穫したもち米は農業祭でも販売予定 農業祭にて「こども店員」が販売

11月23日 第3回 餅つき
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。(６)農福連携の促進
障害者や高齢者などが農業分野で活躍（農作業に従事）することで、農業の「人手不足解消」
と福祉の「働く場・活躍の場・生きがいの創出」を同時に実現するため、この両者をつなぐ
マッチング支援等を農林課・障がい福祉課等の枠組みで連携して検討し進めている。

■令和8年度の取組

・いこふく出張所等での販売場所の提供

・農業祭での福祉事業者ブースの設置や

農福マルシェの開催

・ファーマーズスクールと福祉事業者との

マッチング等

■令和7年度の取組

・いこふく出張所等での販売場所の提供

・農業祭での福祉事業者ブースの設置

・福祉事業者との遊休農地活用等に向け

た意見交換 等
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２.生駒市の農業施策について
②地産地消及び販売促進の取組
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生駒市で取り組む地産地消

青空市場・移動販売
ニューファーマーズマルシェ

いこまレストラン ファーマーズスクール

学校給食 農業祭や品評会 生駒産ロゴマーク
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。
(１)青空市場及び移動販売の開催

①青空市場の開催
生駒市内の生産者が採れたての野菜を販売する「青空市場」を現在市内3か所で販売。

生産者が自ら店頭に立って販売し、生産者とのコミュニケーションを楽しみながら、鮮度の良い野菜

が安心して買える機会を設けています。

JAならけん（山崎町）

生駒支店車場

毎月2回 第1・3月曜日
9時～11時

生駒駅前

ベルテラスいこま

毎月1回 第3日曜日
9時～11時

南生駒駅前

JAならけん南生駒倉庫

毎週開催 毎週木曜日
9時～15時
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生駒市で新規就農した若手の農業者さんが販売する新鮮野菜のマルシェです。
生駒市で新しく農業を始めたばかりの方が、同じように生駒市で新規就農した先輩農業者さんと
一緒に販売します。
アントレ広場を中心に毎月開催 ※イオン奈良登美ヶ丘でも開催しています。

②いこまニューファーマーズマルシェの開催
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令和元年5月から、農業の振興、買い物支援、地域コミュニティの

活性化などを目的に生駒産野菜の販売を実施。

重い荷物を持って坂道を歩くことが困難な高齢者のためや、子ども達

たちに安心・安全な野菜を食べさせたいなど、希望された自治会にて

現在、13ヶ所で販売しています。

自治会 開催日 時間

星和台 第1水曜日 13:30～14:30

さつき台南 第2月曜日 9:00～10:00

ﾛｰﾚﾙｺｰﾄ萩の台 第2月曜日 11:00～12:00

ひかりが丘
第2火曜日

10:00～11:00
第4土曜日

喜里が丘 第2水曜日 10:30～11:30

萩の台住宅 第2木曜日 12:30～13:30

自治会 開催日 時間

月見町第1ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｲﾂ 第2土曜日 10:00～11:00

辻町東 第2日曜日 10:00～11:00

ｾﾝﾄﾎﾟﾘｱ生駒 第2火曜日 11:00～12:00

生駒台 第3木曜日 9:30～10:30

西松ヶ丘 第3日曜日 10:00～11:00

白庭台 第4水曜日 10:00～11:00

辻町北 第4土曜日 9:00～9:30

③地場野菜等の移動販売
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。(２)いこまレストランの開催
市内の生産者とお店と住民をつなぐため、農業について様々な立場
の方が集まり、地元野菜の飲食物を通して、ワークショップを開催
し、参加者同士のつながりを促し、新しい生産ルートや事業、地産
地消の推進などのアイデアを発掘

■令和7年度実績

・ふらんす料理「蓮」（１回目、令和７年７月７日）

・喫茶ゆうほ～（２回目、令和７年１２月６日）

・中本酒造店「作宝楼」（３回目、令和８年２月２６日）

・参加者：飲食店、農業者、市民

◇特徴
・飲食店…事前の農場見学などを通じて､生駒産野菜について知れる。

また、野菜の特性や調理法などを農業者と相談し、生駒産野菜の特徴を
生かした特別なメニューを開発。お店をPRとなる。

・参加者…農業者と飲食店とテーブルを囲み、食事を楽しみながら生駒産野
菜への興味を深められる(生駒の農業について語り合うワークショップも
実施）
また、参加者自身のSNSで発信してもらい、参加者全員で地産地消を推

進する 24
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。(３)生駒産野菜の学校給食への納入

生駒市では学校給食で生駒産野菜の利用拡大に努めている。

生駒産野菜をメニューに取り入れることで、子ども達の食育につなげ、生駒産
野菜を身近に感じてもらうように取り組んでいる。

■令和6年度実績（7品目 5,130㎏）

たまねぎ490㎏、大根2,900㎏、サツマイモ280㎏、白菜1,300㎏、

黒大豆30㎏、ニンジン110㎏、ジャガイモ20㎏

ある日の献立

・むぎいりごはん
・ぎゅうにゅう
・ビビンバ ・わかめ
スープ

・だいこんキムチ

例）ビビンバ・・・・・生駒産ニンジン
わかめスープ・・・生駒産たまねぎ

生駒産ニンジン
大根きむち・・・・生駒産だいこん

生駒産野菜を取り入れた献立を提
供しています。
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(4)農業祭/西瓜・夏野菜品評会

生駒市農業祭
北コミュニティセンター

西瓜・夏野菜品評会
JAならけん南生駒倉庫

北コミュニティセンターにて、生駒市内の農産物の品評
会や販売会を開催します。多くの市民の皆様にお越しい
ただいてます。※11月中旬開催

毎年7月にJAならけん南生駒倉庫にて、スイカと夏野
菜の品評会を開催し、その後、直売会をいたします。
※7月下旬開催

農業者が農業技術を研鑽し創意工夫に努め、その成果を消費者にPRするとともに、農業への理解を深
めるため、毎年夏に「スイカ夏野菜品評会」、秋に「農業祭」を開催しています。
市内の農業者によって生産された生駒産農産物の即売会が大好評です。
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(5)生駒産ロゴマーク

少量でも様々な色や大きさで多彩

な生駒産農作物

生駒産農作物に関わる方の縁が実

るように

生駒産農産物の地産地消推進のためのロゴマーク
市内の農業者はもちろん、生駒産農産物を使用する飲食店や販売店
(市内22店舗)で掲示されています。

地産地消を推進！
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２.生駒市の農業施策について
③有害獣防止対策
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。

(１)有害獣による農作物被害額

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

被害面積
（ha）

5.08 2.22 2.58 2.96 3.79 3.98 3.49 1.36 2.24 0.97 0.55 1.11 1.36

被害額
（万円）

384 255 267 431 569 460 453 169 261 150 82 141 246

※１ 被害額は1万円未満切り捨て

（２）イノシシ対策
①イノシシ檻の設置及び捕獲数について

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

設置数
（市設置数）

61 66 70 77 76 76 77 77 83

捕獲数
（くくり縄含む）

227 238 177 213 125 138 236 203 17129
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。(２)イノシシ対策

②防除柵等への補助制度

市内の農地においてイノシシによる被害防止のための防除柵、電気柵等を設置する費用

及び狩猟免許取得に係る経費の半額補助

補助対象：防除柵及び捕獲檻、狩猟免許取得費用

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

防除柵（件） 75 56 67 73 71 32 30 39 50 41

捕獲檻（件） 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

狩猟免許
取得補助（件）

1 1 2 3 2 1 1 1 2 2

③有害鳥獣防除柵用資材支給制度

受益者3戸以上で受益地３筆以上の一体化した土地に対して、防除柵の原材料を支給

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

設置m数 3,150 1,025 1,800 1,850 560 500 280
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。(２)イノシシ対策
④鳥獣被害防止総合対策交付金制度

信貴生駒山系鳥獣被害防止対策協議会（生駒市・平群町・三郷町で構成）を通じて、

国よりイノシシ1体に対して、7,000円を交付

⑤有害鳥獣捕獲支援奨励金制度

令和元年度から農家区又は自治会で管理している本市の檻において、イノシシ（成獣・幼獣）

が捕獲された場合、成獣イノシシ1体、2,000円、幼獣イノシシ1体、500円を交付

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

交付数（頭） 174 148 229 174 191 105 129 142 183 126

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

成獣イノシシ（頭） 53 191 15 29 41 31 15

幼獣イノシシ（頭） 0 0 4 3 11 4 11

⑥有害獣捕獲事業奨励金制度

イノシシ等野生動物による農林産物への被害を軽減・防止するため、そのパトロールに対する

猟友会への奨励金（1日1人2,200円）
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。(３）アライグマ対策

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

捕獲数（匹） 157 175 110 105 146 268 144

捕獲檻貸出件数（基） 318 391 386 356 370 400 371

平成２１年４月に檻で初めてアライグマが捕獲され、同年、５２匹の捕獲を行った。

トウモロコシやスイカ等の農作物被害が多く、地域は市内全域に及ぶ。天敵がいないことから爆発

的に増え、最近では寺社仏閣の柱等にキズをつけるなど社会問題化している

本市では、平成２２年度に「生駒市アライグマ防除実施計画」をたて、専用軽トラックと炭酸ガス

で、職員において殺処分を行っている

①捕獲数及び捕獲檻の貸出実績

市民より捕獲檻の貸出要望がある場合、貸出を行い、貸出者にて捕獲を行う
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